
第２学年＊組 社会科学習指導案 

                                       指導者 遠井 正修 

                                    Ｒ２研修センター長期研修 

１ 単元名   日本の諸地域－関東地方－ 

 

２ 本単元の目標 

 (1) 関東地方について，その地域的特色や地域の課題を理解することができる。   （知識及び技能） 

 (2) 交通や通信を中核とした考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，そこ

  で生ずる課題を理解することができる。                    （知識及び技能） 

 (3) 関東地方について，交通や通信を中核に，地域の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目

  して他の事象やそこで生ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現している。 

                                  （思考力，判断力，表現力等） 

 (4) 関東地方について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしてい

  る。                             （主体的に学習に取り組む態度） 

 

３ 単元の評価規準 

  

４ 単元について 

 (1) 教材観 

   本単元は，中学校学習指導要領社会科地理的分野の内容「Ｃ日本の様々な地域」の中項目「(3)日本

  の諸地域」③産業を中核とした考察の仕方を受けて設定した。本単元は，交通や通信などの特色ある事

  象を中核として，それを自然環境や人口・都市，産業などに関する事象と関連付け，地理的な事象の仕

  組みや社会における働き，国民にとっての役割を様々な側面や角度から考察することをねらいとしてい

  る。また，地理的分野の目標(２)に「地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を(中略)多面

  的・多角的に考察したり地理的な課題の解決に向けて公正に選択判断したりする力，思考・判断したこ

  とを説明したり，それらを基に議論したりする力を養う｡｣と示されている。そこで，交通や通信を中核

  として地理的な事象を比較・関連付け，再構成する学習活動を通して，単元を通して地理的な事象の意

  味や意義を多面的・多角的に考察する力を育成していく。 

 (2) 生徒観 

   本学級の生徒（令和２年＊月＊日実施，第２学年＊組＊人）に対して,｢日本の諸地域－九州地方－」

  の学習後に，地理的な事象の意味や意義を多面的・多角的に考察する力について実態調査を行った｡｢九

  州地方の人々は，どのように自然を生かしたり，克服したりしているか」という質問に対し，中核とす

  る地理的事象と一つの地理的事象を関連付けて地域的特色について記述できた生徒が＊人，二つ以上の

  地理的事象と関連付けて記述できた生徒が＊人，地理的事象を関連付けていなかったり，記述できなか

  ったりした生徒が＊人であった。このことから本学級の生徒は，地理的な事象の意味や意義を多面的・

  多角的に考察することに課題があることが分かった。 

 (3) 指導観 

   本単元の指導では，単元の前半で，交通・通信を中核として，他の事象と比較・関連付け，多面的・

  多角的に地域的特色を捉えていく。その際，毎時の学 習活動を①グローバルな視野で関東地方の地域

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①関東地方について，その地域 

  的特色や地域の課題を理解し 

  ている。 

知②交通や通信を中核とした考察 

  の仕方で取り上げた特色ある 

  事象と，それに関連する他の 

  事象やそこで生ずる課題を理 

  解している。 

思①関東地方について，交通や通 

  信を中核に，地域の広がりや 

  地域内の結び付き，人々の対 

  応などに着目して，他の事象 

  やそこで生ずる課題と有機的 

  に関連付けて多面的・多角的 

  に考察し，表現している。 

態①関東地方について，よりよ 

  い社会の実現を視野にそこ

  で見られる課題を主体的に

  追究しようとしている。 



  的特色を捉えていく活動と，②ローカルな視点で結城市に住む自分を軸にして，関東地方の地域的特色

  を捉える活動で構成する。①では，日本や世界との結び付きを含めて関東地方の地域的特色を捉えてい

  く。②では，自分の生活との関わりから，他地域と比較・関連付けながら関東地方の地域的特色を捉え

  ていく。その際，生徒にとって切実性がある地域的課題を見いだすことで，自分とのつながりで関東地

  方の地域的特色を捉えることができるようにする。単元の最後には，交通・通信の発達と地域的課題を

  関連付けて捉えた地域的特色を再構成する学習活動を設定する。まず，単元の前半で見いだした地理的

  な事象を総合し，関東地方の地域的特色を捉える。次に，関東地方の持続可能な発展を考え，交通・通

  信と，自然環境や人口・都市，産業を関連付けて検証する活動を行う。その際，自分を軸にして自分の

  生活との関わりから関東地方のよりよい発展について考えることで，単元の前半で身に付けてきた見方

  ・考え方を働かせ，地域的特色を再構成することができるようにする。これらの学習活動の工夫を通し

  て，地理的な事象の意味や意義を多面的・多角的に考察する力を育成していきたい。 

 

５ 単元の指導計画（７時間扱い）  （◎…「評定に用いる評価」，○…「学習改善につなげる評価」） 

 時 学習内容・活動 知・技 思 態 評価方法・留意点等 
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１ １ 地図帳を使い，関東地方で行ってみたい場 

 所までの経路を確認する。 

 

２ 関東地方の主題図を作成する。 

 

 

３ 人口分布図を見て，どのように交通網が整 

 備されているのかを予想する。 

 

 

 

 

 

４ 関東地方では，なぜ放射状に交通網が発達 

 したのかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「フォーカスタイム」 

  主題図に結城市やを書き込み，結城市がど 

 こに位置し，他の地域とどのようにつながっ 

 ているのかを捉える。 
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○ 

 ・地図を使い，目的地までの経路を確認する 

 ことで，自分の生活と交通網とのつながり 

 に目を向けることができるようにする。 

・関東地方の自然環境の特色を捉え，都市の 

 空間的位置関係を大まかに把握することが 

 できるようにする。 

・主題図と人口分布図を比較し，どのような 

 所に人口が集中しているかのか確認する。 

知①：関東地方の自然環境や交通・通信の特 

   色を理解しているか見取り，理解が不 

   十分な生徒には，作成した主題図と人 

   口分布図から特色を考えるよう助言す 

   る。       【ワークシート】 

・関東地方の交通網の変化を基に考えること 

 で都心と地方を結ぶ縦の交通網と地方と地 

 方を結ぶ横の交通網があることに気付くこ 

 とができるようにする。 

思①：交通・通信の発達と人口・都市を関連 

   付けることができていない生徒を見取 

   り，交通網がどのような場所に整備さ 

   れているかに注目するよう助言する。 

            【ワークシート】 

・茨城県の交通網が整備された歴史について 

 も触れ，結城市がどのような役割を果たし 

 ていたのか，人々の生活がどのように変化 

 してきたか考えるようにする。 

２ １ 関東地方の中で人口が増えているのはどの 

 ような場所かを予想する 

 

２ 学習課題を確認する。 

  関東地方の人口や都市には，どのような 

 特色があるのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・茨城県の人口増加率の主題図を提示し，結 

 城市と比較・関連付けながら考えることで 

 身近な課題として関心を高める。 

・都心に人口が集中している理由や背景と考 

 えられる地理的な事象を,｢おかげカード」 

 に記入することを知らせる。 
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３ 都心に何が集まっているのかを調べ，都心 

 に人口が集中している理由をカードにまとめ 

 る。 

 

 

 

４ 「フォーカスタイム」 

  結城市と那須塩原市を比較し，那須塩原市 

 の人口が増えている理由を考える。 

 

 

 

５ 単元を貫く学習課題を設定する。 

  交通・通信の発達は，関東地方の産業や 

 人々の生活に，どのような影響をあたえて 

 いるのだろうか。 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

知①：交通網の広がりと都心の人口の集中と

   を関連付けることができていない生徒

   を見取り，それぞれの資料を読み取る

   視点や凡例を示すことで，都心に人口

   が集中している理由を理解できるよう

   にする。        【カード】 

・新幹線を使い，都内へ通勤をしている人が

 いることや那須塩原市の新幹線通勤補助制

 度を知らせ，交通網の発達が与える影響に

 ついて考えることができるようにする。 

・人口を増やそうとする市の立場に立つこと

 で，多角的に考察することができるように

 する。 

態①：学習への関心が低く，自分との関わり

   から課題に対する予想をもつことがで

   きていない生徒を見取り，生徒にとっ

   て身近な地理的な事象を紹介し，課題

   意識を高める。      【観察】 
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３ １ なぜ郊外の大型スーパーに人が集まるのか 

 を予想する。 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

  関東地方の商業には，どのような特色が 

 あるのだろうか。 

 

３ インターネット通販で注文した商品が，す 

 ぐに届く理由について調べ，関東地方の商業 

 の特色と，商業が発展した理由をカードにま 

 とめる。 

 

４ 「フォーカスタイム」 

  結城市と商店街が存続している栃木市，川 

 越市を比較し，結城市の商店街が衰退した理 

 由と解決策を考える。 
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○ 

 ・買い物に関する身近な生活の様子を取り上 

 げることで，自分の生活とのつながりを感 

 じ，本時の学習への関心を高める。 

・インターネットで注文した商品が届いたこ 

 とを知らせ，その生産地からどのように届 

 いたのか自由に予想する。 

知①：交通網の発達と商業の発展とを関連付 

   けることができていない生徒を見取り 

   交通が発達することでどのような変化 

   が生じるか助言し，関東地方の商業の 

   特色を理解することができるようにす 

   る。          【カード】 

・結城市の商店街と他地域の商店街を比較・ 

 関連付けて考え交通網の整備と生活の変化 

 に気付くことができるようにする。 

思①：交通・通信の発達により，人々の生活 

   が変化したことを多角的に捉えること 

   ができていない生徒を見取り，商店街 

   の人や高齢者など様々な人の立場で考 

   えるよう助言する。【ワークシート】 

４ １ 工場から家に自動車が届くまでの経路を予 

 想する。 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

  関東地方の工業には，どのような特色が 

 あるのだろうか。 
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 ・自動車メーカーや車種についてのアンケー 

 ト結果を知らせることで，本時の学習への 

 関心を高める。 

・購入した自動車が工場から家にどのように 

 して輸送されるのかを自由に予想すること 

 で，交通網に目を向けることができるよう 

 にする。 

・工場の場所を示し，地図帳を使い，経路を 

 確認することを知らせる。 
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・ 

３ 関東地方の工場の立地について調べ，関東 

 地方の工業の特色と，工業が発展した理由を 

 カードにまとめる。 

 

 

 

 

 

４ 「フォーカスタイム」 

  守谷市や取手市，那珂市のビール工場と比 

 較し，結城麦酒醸造の第二工場建設地を考え 

 グループで検討する。 

 

 

○ 

・関東地方の工場分布図を提示し，どのよう 

 な場所に工場が集中しているか捉え，その 

 理由を考えるように知らせる。 

知①：高速道路の整備と工場の分布を関連付 

   けることができていない生徒を見取り 

   交通網の主題図を示し，高速道路が整 

   備されたことで，何が可能になったか 

   を考えるよう助言する。 【カード】 

・那珂市の木内酒造と比較することで，海外 

 との結び付きや，空路についても気付くこ 

 とができるようにする。 

思①：交通・通信の発達が工業に与える影響 

   を多面的に捉えることができていない 

   生徒を見取り，具体的な事例を取り上 

   げ，どのような影響があるのかを考え 

   ることができるようにする。 

            【ワークシート】 
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５ １ 茨城県，結城市の農業生産額に関するクイ 

 ズをする。 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

  関東地方の農業には，どのような特色が 

 あるのだろうか。 

 

３ 関東地方の野菜作りについて調べ，関東地 

 方の農業の特色と，農業が発展した理由をカ 

 ードにまとめる。 

 

 

４ 「フォーカスタイム」 

  結城市で生産された野菜がどこに，どのよ 

 うにして出荷されているのかを予想し，真岡 

 市や嬬恋村より出荷量を増やすにはどうすれ 

 ばよいか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 ・これまでの学習を振り返り，都市が広がり 

 工業化も進む中で農業も盛んであるという 

 意外性から本時への関心を高める。 

・結城市の野菜がどこに出荷されているのか 

 予想し，地図帳で出荷先までの経路を確認 

 するよう知らせる。 

・郊外で農業が行われていることを示す主題 

 図と交通網の主題図を提示し，農業が盛ん 

 になった理由を考えるよう知らせる。 

知①：交通網の整備と農業の発達とを関連付 

   けることができていない生徒を見取り 

   交通網が整備されたことで何が可能に 

   なるか，消費者はどのようなニーズを 

   もっているか考えるよう助言する。           

               【カード】 

・栃木県のいちごの栽培や，群馬県のキャベ 

 ツの栽培と比較することで，他地域との差 

 別化を図り，結城市や茨城県の利点を生か 

 した考えや，輸出やブランド化など新たな 

 視点で考えることができるようにする。 

思①：交通・通信の発達が農業に与える影響 

   を多面的に捉えることができていない 

   生徒を見取り，具体的な事例を取り上 

   げ，どのような影響があるのかを考え 

   ることができるようにする。 

            【ワークシート】 
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６ １ 本時の学習課題を確認する。 

  関東地方は，どのような地域だといえる 

 だろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・グループ内で話し合いながら，カードを操 

 作し，交通・通信の種類ごとに分類する。 

・分類したカードの中で，関連付いているも 

 のを整理する。 
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２ これまで作成してきたカードを，グループ 

 で操作し，交通・通信の種類ごとに分類，整 

 理する。 

 

 

３ 整理したカードを基に，関東地方の地域的 

 特色を特色文にまとめる。 

 

４ 「フォーカスタイム」 

  交通・通信が私たちの生活にどのような影 

 響を与え，どのような役割を果たしているの 

 か考える。 

 

 

 

 

 

◎ 

○ 思①：交通・通信の発達と地域的特色を関連 

   付けることができていない生徒を見取 

   り，その特色が何のおかげで見られる 

   のかをカードを基に考えるよう助言す 

   る。           【観察】 

知②：交通・通信の発達とその他の事象とを 

   関連付けて，地域的特色について表現 

   している。    【ワークシート】 

・関連付けられたカード，追記してきた主題 

 図や「克服シート」を基にして，特色文を 

 書くように知らせる。 

・これまで作成してきたカードを基に,｢それ 

 らの交通・通信が無くなってしまったら」 

 という視点で考えることで，交通や通信の 

 役割や働きに気付くことができるようにす 

 る。 
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７ １ 本時の学習課題を確認する。 

  結城中イノベーション会議 

  〜よりよい関東地方に進化させよう〜 

 

 

 

２ 関東地方の交通網を見直し，改善すべき点 

 を考える。 

 

 

 

 

３ グループでそれぞれが考えた改善点を基に 

 持続可能な発展かどうかの検証を行う。 

 

４ 全体でプレゼンテーションを行う。 

  

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

◎ 

・これまでの学習で見いだした関東地方の地 

 域的課題を基に，学習課題を設定する。 

・関連付けられた「おかげカード」や，学習 

 内容を追記してきた主題図や｢克服シート｣ 

 を活用して考えることで，捉えた地域的特 

 色を再構成することができるようにする。 

・個人で交通網を見直した後，グループで持 

 続可能な発展かどうかを検証するよう知ら 

 せる。 

思①：交通・通信の働きや役割と地域的特色 

   を関連付けて，地域的課題の解決策を 

   記述している。  【ワークシート】 

・自然環境，人口・都市，商業，工業，農業

 観光の６つの視点で持続可能な発展につな 

 がるかを検証するよう知らせる。 

態①：関東地方の地域的特色を捉え，よりよ 

   い社会の実現に向け，主体的に地域的 

   課題の解決策を考えていたか見取る。

                【観察】 

 


